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第５章 結論       P139 
 
追補 




































1990 年辺りから統廃合が急激に増加し、1990 年に 24,586 校だった全国の公立小学校は、










































































































































































図 1-1 統廃合に関する小学校の定義 
 
1-3-3 調査方法 
表 1-1 に全体の調査概要を示す。 
前節の（１）統廃合の方法とプロセスの評価、及び（２）統合による学校・地域活動の
質的変化（活性化）の評価については、広島県の合併特例法改正の５年前（1994 年）から
2011 年までの過去 18 年間に行われた統廃合事例を研究対象とする。広島県は、自治体の








































































































 本論文は、以下の 5 章で構成される。論文構成のフローチャートは図 1-2 に示す。 
第 1 章 序論 












































図 1-2 論文構成 
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【注釈及び参考文献】 
                                                  






























築学会計画系論文集，第 626 号， pp.913-918，2008.4 
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学部研究報告, pp.75-80, 2009.10 
１２) 葉養正明，屋敷和佳，本田正人，橋本昭彦，植田みどり：人口減少下の学校の規模
と配置，国立教育政策研究所紀要 141 集，pp.7－109，2012.3 
１３) 山口勝巳，屋敷和佳，新保幸一：秋田県における公立小学校の統廃合の実態と課題，








































広島県では 1994 年～2011 年に 18 市町村で 96 件の統廃合が行われ、県全体の公立小学
校数は 671 校（1994 年）から 543 校（2011 年）へと、約２割程度の減少が見られる。 
全国的な動向と同様に、広島県でも 1999 年の合併特例法の改正から 2005 年までの時限






























































に対する地域の対応状況についてヒアリング調査を行った（2008 年 9 月－2011 年 12 月）。
また、統廃合前後の状況が詳細に把握しやすい近年の統廃合（53 事例：47 校）を選定し、
統合校に対して統廃合後の通学方法などの学校運営の実態や評価についてアンケート調査












































































































































































図 2-4 学校規模の変化による統廃合パターン（96 事例，n は複数校を示す） 
 
 統廃合校（233 校）の学校規模は、６クラス未満の複式校が 46％（108 校）、６クラス規











 統廃合後に標準規模の 12～18 クラスである事例は、僅かに 15％（14／96 校）に過ぎず、
そのうち従前校の何れもが標準規模を満たしておらず、統廃合によって初めてそれを達成
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廃合後の 56％（54/96 校）と学年 1 クラスの小規模校が依然として多数を占める。標準規
模は僅かに７％である。 
統廃合によって児童数がどの程度増加したかを見ると（図 2-7）、20 人以下の事例が 51％





を図 2-8 に示す。１クラスの児童数 10 人以下のクラスでは、60％（139/232 校）から８％
（８/96 校）へと大幅に減少しているが、30 人以下では、92％（213/232 校）から 83％（80/96
校）著しい増加はみられない。統廃合後の１クラスの児童数の平均は、21.4 人で、依然と
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（図 2-9）。児童の減少率８）が統廃合前は、それぞれ 45％（Si 小学校）、18％（Mi 小学校）、
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A 校 B 校 C校
【中間型】　16 事例
 










































































































































































































図 2-13 統廃合校の組み合わせ・統合後の通学手段（Ｊ町の事例:1994-2011） 
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 ここで、従前校 142 校の統合校（又は新設校）との通学距離の分布を図 2-14 に示す。文


















距離（Km）直線凡例 中心 偏心  























































































































凡例　　 徒歩　　 スクールバス  　 路線バス 　　タクシー　　 自家用車　　 その他  
図 2-15 統廃合後の通学方法の利用割合（ｎ＝45 校） 
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表 2-3 対象校の概要（６事例） 
合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年
244 31 38 36 42 43 54 11 1 2 2 2 2 2
Kb小学校 254 35 33 39 42 55 50 11 2 1 2 2 2 2
Mh小学校 6 1 0 2 0 0 3 3 0 0 1 0 0.5 0.5
95 11 15 18 22 15 14 6 1 1 1 1 1 1
To小学校 81 15 10 17 16 10 11 6 1 1 1 1 1 1
Mb小学校 11 0 5 1 0 3 4 3 0 1 1 0 0.5 0.5
Gr小学校 7 0 1 4 0 1 2 3 0 1 1 0 0..5 0.5
405 67 69 68 74 62 65 12 2 2 2 2 2 2
Yo小学校 394 68 63 73 60 63 67 12 2 2 2 2 2 2
Tan小学校 22 1 5 2 5 4 5 5 0.5 0.5 1 1 1 1
374 61 68 63 53 60 69 12 2 2 2 2 2 2
Hu小学校 380 31 22 38 30 31 31 12 2 2 2 2 2 2
Hun小学校 5 0 0 1 0 1 3 2 0 0 1 0 0.5 0.5
160 30 27 25 24 26 25 6 1 1 1 1 1 1
Yt小学校 50 9 7 9 6 5 14 6 1 1 1 1 1 1
Ho小学校 53 9 8 10 1 8 8 6 1 1 1 1 1 1
Ki小学校 30 7 3 1 4 6 9 5 1 1 0.5 0.5 1 1
Ik小学校 27 3 7 4 5 6 2 5 1 1 1 1 0.5 0.5
707 139 123 103 107 117 118 20 4 4 3 3 3 3
Hi小学校 194 37 30 25 34 37 31 6 1 1 1 1 1 1
Ni小学校 60 11 12 9 5 12 11 6 1 1 1 1 1 1
It小学校 62 12 12 10 12 9 7 6 1 1 1 1 1 1










































































































































































































































































































































































































図 2-21  To 小学校の統廃合プロセス 
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・第 1回 Mi 町小学校統合事業推進協議会
・第 2回 Mi 町小学校統合事業推進協議会
・Yt、Ho、Ki、Iw の各小学校が閉校する。











































































































































































































































































































































































































図 2-26 統廃合の各主体の参加状況のタイプ化 
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１３) 距離の測定は、主要ルートを Google map を用いて算定した。また、所要時間に関し

















































いてヒアリング調査を行った。なお 45 校中、吸収型が 24 校、対等型６校、中間型 15 校で
ある（調査期間:2010.10～2011.1）。 
 跡地活用の分析については、広島県内で 1994～2011 年度までの 18 年間に統廃合が行わ
れた小学校(96 事例)を対象に、廃校になった小学校（142 校）の跡地の活用実態について、
各市町村の教育委員会担当者に活用内容・利用主体・頻度等のアンケート調査を実施した
（回収率 98.6％ 調査期間:2010.10～11）。 
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Yt小学校 50 単式 6 10 集会所兼屋根付広場
Ho小学校 53 単式 6 10 集会所兼屋根付広場
Ki小学校 30 単式 6 9 集会所兼屋根付広場
Na小学校 27 単式 10 復興会の活動拠点16
Et小学校 164 単式 6 12 学校敷地
Tu小学校 63 単式 6 10 休校
Mi小学校 36 単式 6 11 休校
Ko小学校 43 単式 6 11 休校
Og小学校 63 単式 6 13 学校敷地
Yf小学校 28 複式 5 11 統合学校資料館
Td小学校 66 単式 6 11 専門学校の誘致
Ku小学校 38 単式 6 10 校舎解体、屋内運動場
Mt小学校 183 単式 6 14 学校敷地
Km小学校 54 単式 6 10 障害者の就労移行支援事業所（川辺の里）
Kh小学校 825 単式 23 38 学校敷地
Hi小学校 32 複式 4 10 尾道市尾道大学が利用
Oo小学校 70 単式 6 11 学校敷地
Ot小学校 11 複式 3 4 休校
Ya小学校 46 複式 5 10 学校敷地
Mg小学校 19 複式 4 7 休校
Hw小学校 37 複式 5 10 学校敷地
Sa小学校 14 複式 3 6 休校
Mw小学校 12 複式 3 6 休校
Fk小学校 5 複式 2 3 休校
単式 6 11Ｈｗ小学校 2008 66
Ｙa小学校 2008 56 複式 5 10








Ｓｅ小学校 2004 182 単式 9
































Yo小学校 394 単式 12 21 学校敷地
Ta小学校 22 複式 5 10 適応指導教室
Ni小学校 102 単式 6 15 学校敷地
Go小学校 370 単式 11 18 学校敷地
Yu小学校 85 単式 6 13 学校敷地
Ys小学校 13 複式 3 7 ショートステイ・高齢者福祉施設
Tk小学校 22 複式 5 9 集会所・社会教育施設
Ue小学校 9 複式 3 6 集会所・社会教育施設
6 142005 128 単式Ｙｕ小学校
23
Ｋｕ小学校 2007 485 単式 15 26



















































































































図 3-１ 校歌・校章、制服・体操服、家具の継承方法 
























































































クラス編成 ( 複数回答 n = 4 5 )
52






































































































































































図 3-3 統廃合前の準備と統廃合に関するイベント 






















 学習方法（ 複数回答  n=45 ）
 ｸﾗﾌ 活ﾞ動（ 複数回答 n=45 ）
 学校行事（ 複数回答n=45 ）
 委員会（ 複数回答n=45 ）
40
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０(％) 25 50 75 100 ０(％) 25 50 75 100










































































































































































































































































































































































































































































校舎写真 ・卒業生の写真 ・美術作品 処分



















図書の本 ・教材 ・ 家具等
校舎写真 ・卒業生の写真 ・美術作品
処分
表彰 ・ トロフィー ・ 校旗 ・校歌台 Yf 小学校の跡地利用として、
















図書の本 ・教材 ・ 家具等
校舎写真 ・卒業生の写真 ・美術作品






















































































































































図 3-7 地域との連携に対する統廃合の影響（アンケート調査 n=45 吸収=24 中間=15 対等=6 ） 
 
 





































































































































































































































































図 3-8 統廃合後の取り組みの変化と連携パターン（典型事例 Kh、Yu、Se、Hw、Mi、Et） 
 





















































図 3-10 教員による学校施設（既存・増築） 
の評価(アンケート調査 n＝40 
吸収=23 中間=13 対等=4) 
０
既存・増築校舎に対する問題点 ( 複数回答 n=40)







































































図 3-9 統廃合後の校舎の状況 
（アンケート調査 n=45 事例） 









図 3-11 教員による学校施設（新設） 
の評価(アンケート調査 n＝5 




























新築校舎に対する問題点 ( 複数回答 n=5)








































































図 3-12 統廃合後の校舎の状況（アンケート調査 n=45 事例） 
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表 3−5 統廃合決定後から実施までのプロセス比較対象校（Mi，Fu，Sa，Hw，Ya，Yu） 
合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年
160 30 27 25 24 26 25 6 1 1 1 1 1 1
Yt小学校 50 9 7 9 6 5 14 6 1 1 1 1 1 1
Ho小学校 53 9 8 10 1 8 8 6 1 1 1 1 1 1
Ki小学校 30 7 3 1 4 6 9 5 1 1 0.5 0.5 1 1
Ik小学校 27 3 7 4 5 6 2 5 1 1 1 1 0.5 0.5
707 139 123 103 107 117 118 20 4 4 3 3 3 3
Hi小学校 194 37 30 25 34 37 31 6 1 1 1 1 1 1
Ni小学校 60 11 12 9 5 12 11 6 1 1 1 1 1 1
It小学校 62 12 12 10 12 9 7 6 1 1 1 1 1 1
Ht小学校 350 60 49 62 67 58 54 12 2 2 2 2 2 2
129 16 22 19 25 27 22 6 1 1 1 1 1 1
Sa小学校 83 11 21 9 17 9 16 6 1 1 1 1 1 1
Tb小学校 37 5 5 6 5 7 9 6 1 1 1 1 1 1
Ni小学校 14 0 2 2 2 4 4 3 0 1 0.5 0.5 0.5 0.5
66 8 10 16 7 12 13 6 1 1 1 1 1 1
Hw小学校 37 6 11 3 6 5 6 5 1 1 0.5 0.5 1 1
Mt小学校 14 1 3 1 2 3 4 3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
Mw小学校 12 1 1 1 1 5 3 3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
Ko小学校 5 1 1 1 2 0 0 2 0.5 0.5 0.5 0.5 0 0
374 61 68 63 53 60 69 12 2 2 2 2 2 2
Ya小学校 380 31 22 38 30 31 31 12 2 2 2 2 2 2
Mg小学校 5 0 0 1 0 1 3 2 0 0 1 0 0.5 0.5
128 20 12 22 24 22 28 6 1 1 1 1 1 1
Yu小学校 85 8 15 16 14 21 11 6 1 1 1 1 1 1
On小学校 13 0 2 3 1 2 5 3 0 1 0.5 0.5 0.5 0.5
Ci小学校 22 2 5 5 5 2 3 5 1 1 1 1 0.5 0.5





















































































































・Ki 小学校 PTA 保護者が岡山県の小学校を視察調査研究を行う
・Mi 町コミュニティ推進協議会が出雲市のコミュニティスクールを視察調査研究を行う
・Mi 町企画課、美土里町教育委員会事務局学校教育課職員が視察調査研究を行う










・第 1回 Mi 町小学校統合事業推進協議会
・第 2回 Mi 町小学校統合事業推進協議会
・Yt、Ho、Ki、Iw の各小学校が閉校する。
・旧 Ho 小学校を仮校舎として Mi 小学校が開校する。
・Mi 小学校が完成、落成・開校記念式典を挙行する。
教員行政












図 3-15 準備期間のプロセス（Mi） 
 
（２）Fu 小学校 































































































































































































































































































































○: 活動の主導者 ◎: 検討委員会凡例 □: 活動の参加者  




































・Kg 地区において Hw 地域小学校再編にかかわる説明会を開催
05 ・Mw 地区において Hw 地域小学校再編にかかわる説明会を開催
05 ・Mg 地区において Hw 地域小学校再編にかかわる説明会を開催




































































































































































































































図 3-21 統廃合の検討体制（Mi、Yu） 
 








具体的な内容について協議を行っている。一方 Yu では、統合を決定した平成 11 年に Yu
町議会が「小学校統廃合等調査特別委員会」を設置している。構成員は町議会議員、学校
代表者、教育委員会委員である。また、平成 13 年には町議会議員、教育委員会委員、Yu
町立小学校 PTA 代表者、学識経験者の計 13 名で構成される「Yu 町立小学校統合校舎等建
設委員会」を設置している。Mi は通学方法や制服など制度的な内容以外の教育的取り組み
や地域との連携などは学校長が中心となり、さらに、検討組織の中に廃校地域の地域代表
者を巻き込み、32 ヶ月の間に９回地域を巻き込んだ検討会が行われている。一方 Yu は、
町議会議員及び行政が検討の中心であり、統廃合に反対だったため、72 ヶ月の準備期間に













































































について Mi と Yu の事例を時系列的に見ると（図 3-15、20）、この二つの小学校は校舎を
新しく建設したため、約 40 カ月の長い【調整期】・【事前期】がとられている。Mi では、





















































　（3） 校舎・体育館の両方取り壊した場合、解体として分類している 。  




広島県下の統合校の跡地活用の状況を表 3-7 に示す。全体の約 91％が跡地を活用してい
る。そのうち約 80％が既存施設を活用し、一度解体し更地にした後、活用されているもの
は約 12％程度である。 







表 3-7 跡地活用状況（アンケート調査 n=142） 




















































町 修道 安野 利用せず 45 木造
地域のコミュニティセンター
として利用 45 S造 駐車場の場として利用 校舎、体育館共に現存
安芸太田









町 戸河内 寺領 福祉施設として利用 木造 取り壊され何もない S造 駐車場の場として利用 校舎は既存利用
安芸太田

















呉市 明徳 重生 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明
呉市 明徳 長谷 地域行事の場として利用 木造 ― ― ― 地域行事やスポーツの場として利用 校舎は既存利用





















呉市 倉橋 西宇土 取り壊されて何もない 木造 社会教育施設として利用 S造
地域行事やスポーツの場と
して利用 体育館は既存利用
呉市 倉橋 須川 社会教育施設として利用 RC造 社会教育施設として利用 S造
地域行事やスポーツの場と
して利用 体育館は既存利用


























呉市 豊 久比 豊中学校を移設する RC造 豊中学校となる S造 豊中学校が利用
校舎、体育館共に取り
壊し
呉市 下蒲刈 下島 公民館と自治会の集会所とし RC ― ― ― とんど祭りなどの地域行事 校舎は既存利用
呉市 下蒲刈 三ノ瀬 下蒲刈市民センターとして利用
RC
造 ― ― ―
下蒲刈市民センターの駐車
場として利用 校舎は既存利用












呉市 呉中央 五番町 利用せず
RC
造 利用せず S造 利用せず 校舎、体育館共に現存
呉市 荘山田 辰川 住宅地となっている RC造
地域行事やスポーツの場と
して利用 S造 住宅地となっている 体育館は現存









呉市 警固屋 長郷 借地 RC造 借地 S造 借地
校舎、体育館共に取り
壊し


























呉市 内海 野路東 利用せず 31
RC













表 3-7 跡地活用状況（アンケート調査 n=142） つづき 














造 地域行事の場として利用 21 S造 地域行事の場として利用




地域行事の場として利用 18 S造 地域行事の場として利用
庄原市 下高野山 高暮
宿泊施設として利用していた











































て利用 83 木造 ― ― ― 地域行事の場として利用 校舎は既存利用
神石高原
町 油木 新坂 利用せず 木造 ― ― ― 不明 校舎は現存
神石高原
町 油木 安田 福祉施設 32
RC












町 油木 上野 会合や講演会 57
RC






町 三和 三和 利用せず 25
RC
造 利用せず 31 S造 グランドゴルフ 芝生化
神石高原
町 三和 高蓋 利用せず 23
RC
造 利用せず 30 S造 利用せず
神石高原
町 三和 二幸 利用せず 51
RC





























































































町 木江 木江 取り壊して何もない 53 木造
残っており、定期的にスポー
ツクラブなどが利用 34 RC造 取り壊して何もない
大崎上島




































19 RC造 地域行事の場として利用 校舎、体育館共に既存
利用
東広島市 豊栄 清武西 地域センターを設ける
RC
造 ― ― ― 駐車場として利用 校舎は取り壊し
東広島市 豊栄 能良 取り壊して何もない RC造 ホールとして利用 S造 地域センターを設ける
校舎は取り壊し、体育
館は既存利用
東広島市 豊栄 乃美 取り壊して何もない RC造 ホールとして利用 S造 駐車場として利用
校舎は取り壊し、体育
館は既存利用
東広島市 河内西 小田 改装して公民館と診療所として利用
RC




表 3-7 跡地活用状況（アンケート調査 n=142） つづき 




数 構造 校庭 備考
東広島市 風早 小松原 検討中 25
RC
造 検討中 29 S造 検討中 校舎、体育館共に現存
東広島市 風早 大田 検討中 20 RC造 検討中 20 S造 検討中 校舎、体育館共に現存





尾道市 瀬戸田 北 市営住宅が設けられている 不明 不明 市営住宅が設けられている 不明 不明 地域行事やスポーツの場として利用
校舎、体育館共に取り
壊し







尾道市 瀬戸田 名荷 取り壊して何もない 不明 不明 取り壊して何もない 不明 不明 地域行事やスポーツの場として利用
校舎、体育館共に取り
壊し


































































尾道市 浦崎 戸崎 利用せず 木造 ― ― ― 利用せず 校舎は現存
尾道市 栗原 久山田 尾道大学が利用
RC
造 尾道大学が利用 RC造 尾道大学が利用
校舎、体育館共に既存
利用
尾道市 因北 大浜 三原特別支援学校瀬戸田分校として利用 27
RC
造 ― ― ―
地域行事やスポーツの場と
して利用 校舎を既存利用































府中市 府中 岩谷 土地を売却 34 RC造 土地を売却 34 S造 土地を売却
校舎、体育館共に取り
壊し
府中市 府中 広谷 保育所が設けられている 45 RC造 保育所が設けられている 45 S造 保育所が設けられている
校舎、体育館共に取り
壊し


























北広島町 大朝 符津 筏津芸術村として利用 不明 木造 筏津芸術村として利用 不明 S造 筏津芸術村として利用 校舎、体育館共に既存利用





























図 3-23 場所別の利用状況（アンケート調査 n=130） 
 
 図 3-24・25 には、校舎・体育館の建設年度を新耐震設計基準の制定年度(1981 年)を基
準として、その前後に分けて、活用状況との関係を示す。1981 年以前の校舎を活用してい
















0% 20% 40% 60% 80% 100%  











0% 20% 40% 60% 80% 100% 
図 3-25 新耐震設計基準前後の体育館の活用状況（アンケート調査 n=57） 
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3-7-2 跡地の活用内容  


























社会教育施設地域行事 福祉施設 学校施設 駐車場 その他
0% 20% 40% 60% 80% 100%
 
図 3-26 既存活用方法（アンケート調査 校舎 n=94,体育館 n=91,運動場 n=108） 
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地域行事 学校施設 宅地 商業施設 ヘリポート
新築（Ｎ＝19）
0% 20% 40% 60% 80% 100%
更地駐車場  































































































































の自治体での学校間連携のタイプを表 4-1 に示す。 
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表 4-1 調査対象（31 校 12 事例） 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計
2 3 1 1 1 3
















1 1 1 3
5 0 1 3 1 1 11
5
1 1 1 3
1 0 1 0 2 0 4
41 1 0 2



















6 4 5 2 4 2 23
1 1 4
1 8 7 6 3 3 28
1 1 4
5 8 8 8 8 7 44
1 1 4
4 0 4 2 2 0 12
2
7 6 7 9 9 6 44
1 1 1 1 1 1 6
8 7 7 22




















































































1 1 1 1 61
2 0 0 2 113
1
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3 3 2 3 4 0
1 1 4 3 4 2


























5 2 6 4 323
1 1 1 1 9















































1 1 1 1 1 1 6
6 3 6 4 10 8 37
1 1 4
7 7 6 6 8 4 38
1 1 4
9 8 9 9 6 9 50
1 1 1 1 5
22 39 25 86
1 1 1 3
8 8 15 31












































































































表 4-2 学校間連携の経緯（ヒアリング・収集資料を基に作成） 

















































































































図 4-2 五ヶ瀬ビジョンの組織（H24 年度） 
 




















































表 4-5 学校間連携の取り組み内容（調査対象校９事例） 






























































































































































































表 4-6 に小-小、小-小+中連携で合同授業を行っている５事例の概要を示す。 
 
表 4-6 合同授業の概要（小-小，小-小+中連携の５事例） 





































年間時間数 1,960 時間 132 時間1,750 時間 142 時間
















携校の距離が長い地域（宮古：max18.6 ㎞・45 分、五ヶ瀬：max17.8km・43 分）がある場








下校時間が、通常より 40 分超過していることが課題となっている。 
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表 4-7 連携校間の距離と移動時間（小-小，小-小+中連携の５事例） 
国頭村‐西 国頭村-北
小学校名 Ａｄ小学校 Ａｂ小学校 小学校名 Ｏｋ小学校 Ｋｉ小学校 Ｓｔ小学校
Ａｄ小学校 8.6 km Ｏｋ小学校 8.8 km 19.5 km
Ａｂ小学校 21 分 Ｋｉ小学校 21 分 10.0 km
Ｓｔ小学校 47 分 24 分
宮古
小学校名 Ｍｏ小学校 Ｈｉ小学校 Ｋａ小学校 Ｗａ小学校
Ｍｏ小学校 7.7 km 5.2 km 11.2 km
Ｈｉ小学校 18 分 12.5 km 18.6 km
Ｋａ小学校 12 分 30 分 7.5 km
Ｗａ小学校 27 分 45 分 18 分
松山ｇ
小学校名 Ｔｏ小学校 Ｙｕ小学校 Ｇｏ小学校 Ｇｏ中学校
Ｔｏ小学校 3.6 km 1.9 km 1.9 km
Ｙｕ小学校 9 分 2.0 km 1.9 km
Ｇｏ小学校 5 分 5 分 0.2 km
Ｇｏ中学校 5 分 5 分 １分
五ヶ瀬町
小学校名 Ｓｋ小学校 Ｋｕ小学校 Ｓａ小学校 Ｋｇ小学校 Ｋｕ中学校 Ｓａ中学校
Ｓｋ小学校 17.0 km 6.1 km 11.6 km 17.8 km 6.6 km
Ｋｕ小学校 41 分 11.8 km 12.8 km 1.3 km 11.8 km
Ｓａ小学校 15 分 28 分 5.6 km 12.6 km 1.2 km
Ｋｇ小学校 28 分 31 分 13 分 13.7 km 7.8 km
Ｋｕ中学校 43 分 3 分 30 分 33 分 12.5 km
Ｓａ中学校 16 分 28 分 3 分 19 分 30 分
北広島
小学校名 Ｏａ小学校 Ｏｏ小学校 Ｉｋ小学校 Ｏａ中学校
Ｏａ小学校 4.9 km 4.9 km 0.2 km
Ｏｏ小学校 12 分 7.2 km 2.9 km
Ｉｋ小学校 12 分 17 分 5.0 km
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人以上）に再構成し（図 4-6）、多様な学習集団により T.T. （チーム・ティーチング：協
力教授方式）や習熟度別、少人数学習など多様な学習形態を可能にしている。また平成 24












































図 4-7 合同授業の１事例（五ヶ瀬） 
30 名以上 10 ～ 29 名
中人数（Ｍ）大人数（Ｌ） 小人数（Ｓ）
1 ～ 9 名
図 4-6 合同授業の学習集団（五ヶ瀬）
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表 4-8  五ヶ瀬の合同学習の年間スケジュール（H22 年度） 
No 日付 校時 会場校 学年 科目 単元名 教員 授業形態の展開 形態① 実施場所① 形態② 実施場所② 形態③ 実施場所③ 形態④ 実施場所④ 形態⑤ 実施場所⑤
1 6月4日 1 三ケ所小 小１ 算数 ふえたりへったり 3 Ｌ Ｌ ２年教室
2 6月4日 2・3 三ケ所小 小１ 生活 おいしいものをつくろう 4 Ｌ Ｌ １年教室 Ｌ 体育館裏
3 6月26日 1 鞍岡小 小１ 体育 水遊び 8 Ｌ→Ｓ４→Ｌ Ｌ 大プール Ｓ２ 大プール Ｓ２ 小プール
4 6月26日 2・3 鞍岡小 小１ 図工 でてきた できた 2 Ｌ Ｌ 校庭
5 9月17日 1 坂本小 小１ 学活 好き嫌いをなくそう 3 Ｌ Ｌ ホール
6 9月17日 2・3 坂本小 小１ 算数 ながさくらべ 8 Ｌ→Ｓ４→Ｌ Ｌ ホール Ｓ２ ホール Ｓ２ １年教室
7 10月21日 1 上組小 小１ 学活 じょうずな手洗い 5 Ｌ Ｌ ２年教室
8 10月21日 2・3 上組小 小１ 国語 くじらぐも 6 Ｌ→Ｓ５→Ｌ Ｌ 体育館 Ｓ５ 体育館
9 10月29日 1～5 校外 小１ 生活 みんなとパン作り 6 Ｌ そよ風パーク
10 11月27日 1 三ケ所小 小１ 音楽 あそびうためぐり 2 Ｌ Ｌ 音楽室
11 11月27日 2・3 三ケ所小 小１ 算数 たすのかな ひくのかな 7 Ｌ→Ｓ４+Ｍ１→Ｌ Ｌ ２年教室 Ｓ２ ３年教室 Ｓ２ ４年教室 Ｍ１ ２年教室
12 6月4日 1～3 三ケ所小 小２ 生活 町たんけん 9 Ｌ→Ｓ６ Ｌ 体育館 Ｓ６ 三ケ所周辺
13 6月26日 1 鞍岡小 小２ 学活 食事のマナーを考えよう 6 Ｌ→Ｓ６→Ｌ Ｌ 特別活動室 Ｓ６ 特別活動室
14 6月26日 2・3 鞍岡小 小２ 体育 水遊び 9 Ｌ→Ｓ６→Ｌ Ｌ 大プール Ｓ３ 大プール Ｓ３ 小プール
15 9月17日 1～3 坂本小 小２ 図工 どんどんできるよ 5 Ｌ→Ｓ６→Ｌ Ｌ 体育館 Ｓ６ 体育館
16 10月21日 1 上組小 小２ 音楽 あそびうためぐり 7 Ｌ→Ｍ４→Ｌ Ｌ 体育館 Ｍ４ 体育館
17 10月21日 2 上組小 小２ 国語 ようすを考えて読もう 5 Ｌ→Ｓ９→Ｌ Ｌ 多目的室 Ｓ９ 多目的室
18 10月21日 3 上組小 小２ 算数 かけ算（１） 6 Ｌ１+Ｓ２ Ｌ１ 多目的室 Ｓ１ １年教室 Ｓ１ ２年教室
19 10月30日 1～5 校外 小２ 生活 5 Ｌ 月廻り公園
20 11月27日 1 三ケ所小 小２ 算数 かけ算（２） 9 Ｍ２+Ｓ３ Ｍ１ ２年教室 Ｍ１ ３年教室 Ｓ１ １年教室 Ｓ１ ４年教室 Ｓ１ ５年教室
21 11月27日 2 三ケ所小 小２ 体育 ボールゲーム 5 Ｌ→Ｓ８→Ｌ Ｌ 体育館 Ｓ８ 体育館
22 5月13日 2・3 三ケ所小 小３ 社会 わたしのまち みんなのまち 4 Ｌ Ｌ 音楽室
23 6月30日 1 三ケ所小 小３ 算数 ４けたの引き算の筆算 6 Ｍ１+Ｓ５ Ｍ１ ３年教室 Ｓ１ ４年教室 Ｓ２ 家庭科室 Ｓ２ 図工室
24 6月30日 2・3 三ケ所小 小３ 体育 水泳 4 Ｌ Ｌ プール
25 7月10日 1・2 三ケ所小 小３ 図工 風パワー ぜんかい 4 Ｌ→Ｍ４→Ｌ Ｌ ３年教室 Ｍ１ ３年教室 Ｍ１ ４年教室 Ｍ１ 図工室 Ｍ１ 音楽室
26 6月30日 3 三ケ所小 小３ 理科 風やゴムのはたらき 4 Ｌ→Ｍ４→Ｌ Ｌ 体育館 Ｍ４ 体育館
27 10月13日 1～3 校外 小３、４ 社会 人びとのしごと 4 Ｌ１ 焼酎工場 Ｍ１ 椎茸農家 Ｍ２ 苺農家 Ｍ３ お茶農家
28 10月22日 1～3 上組小 小３ 社会 人びとのしごと 4 Ｌ→Ｍ３→Ｌ Ｌ 多目的室 Ｍ３ 多目的室
29 10月28日 1～5 校外 小３ 社会 消防署見学 4 Ｌ 延岡消防署
30 11日4日 1 坂本小 小３ 社会 人びとのしごと 4 Ｌ Ｌ ホール
31 11日4日 2・3 三ケ所小 小３ 体育 ソフトバレーボール 4 Ｌ→Ｍ３+Ｓ１→Ｌ Ｌ 体育館 Ｍ 体育館 Ｓ 体育館
32 11月27日 1・2 鞍岡中 小３ 理科 じしゃくのふしぎ 7Ｍ１+Ｍ１→Ｓ２+Ｓ３ Ｍ１ 理科室 Ｍ１ 家庭科室 Ｓ２ 理科室 Ｓ３ 家庭科室
33 12月 1～3 坂本小 小３ 音楽 曲の感じをとらえて 4 Ｌ Ｌ 音楽室
34 5月13日 1 三ケ所小 小４ 算数 １けたでわる割り算 6 Ｍ１+Ｓ４ Ｍ１ ４年教室 Ｓ４ 理科室他
35 5月13日 2・3 三ケ所小 小４ 体育 タグラグビー 4 Ｌ→Ｍ４→Ｌ Ｌ 運動場 Ｍ４ 運動場
36 6月26日 1・2 三ケ所小 小４ 体育 水泳 6 Ｌ→Ｓ５→Ｌ Ｌ プール Ｓ５ プール
37 6月29日 3・4 三ケ所小 小４ 理科 夜空を見よう 2 Ｌ 不明
38 6月30日 1・2 三ケ所小 小４ 音楽 曲の感じをとらえて 5 Ｌ→Ｍ２+Ｓ２→Ｌ Ｌ 音楽室 Ｍ２ 音楽室 Ｓ２ 音楽室
39 6月30日 3 三ケ所小 小４ 特活 ４つの中から 5 Ｌ Ｌ 音楽室
40 7月10日 1・2 三ケ所小 小４ 国語 本と友達になろう 4 Ｌ→Ｓ４→Ｌ Ｌ 体育館 Ｓ４ 体育館
41 7月10日 3 三ケ所小 小４ 音楽 曲の感じをとらえて 5 Ｌ→Ｍ２+Ｓ２→Ｌ Ｌ 音楽室 Ｍ２ 音楽室 Ｓ２ 音楽室
42 10月13日 1・2 三ケ所小 小４ 算数 面積 5 Ｍ１+Ｓ２ Ｍ１ 教室 Ｓ１ 教室 Ｓ１ 教室
43 10月13日 3 三ケ所小 小４ 道徳 友達っていいな 1 Ｌ Ｌ 音楽室
44 10月20日 1 坂本小 小４ 算数 式と計算の順序 5 Ｌ→Ｓ５→Ｌ Ｌ ホール Ｓ５ ホール
45 10月20日 2・3 坂本小 小４ 体育 マット運動 5 Ｌ→Ｍ+Ｓ→Ｌ Ｌ 体育館 Ｍ 体育館 Ｓ 体育館
46 10月26日 1～5 校外 小４ 社会 郷土に伝わる願い 6 Ｌ 地域の施設
47 11月4日 1～4 三ケ所小 小４ 社会 郷土に伝わる願い 4 Ｌ→Ｍ４→Ｌ Ｌ 体育館 Ｍ４ 体育館
48 11月27日 1・2 坂本小 小４ 国語 アップとルーズで伝える 4 Ｌ→Ｍ４→Ｌ Ｌ ホール Ｍ２ ホール Ｍ１ １年教室 Ｍ１ ２年教室
49 12月8日 3・4 三ケ所小 小４ 音楽 お祭りや民謡めぐり 3 Ｌ Ｌ 体育館
50 2月9日 1・2 三ケ所小 小４ 国語 言葉遊びの世界 5 Ｌ→Ｍ３→Ｌ Ｌ 音楽室 Ｍ１ 音楽室 Ｍ１ 図工室 Ｍ１ ４年教室
51 2月9日 3 三ケ所小 小４ 算数 変わり方 5 Ｍ１+Ｓ３ Ｍ１ 音楽室 Ｓ１ 図工室 Ｓ１ ４年教室 Ｓ１ 家庭科室
52 6月3日 1 三ケ所小 小５ 国語 詩を味わおう 7 Ｌ→Ｓ６→Ｌ Ｌ 体育館 Ｓ６ 体育館
53 6月3日 2・3 三ケ所小 小５ 体育 マット運動 7 Ｌ→Ｍ３→Ｌ Ｌ 体育館 Ｍ３ 体育館
54 7月8日 1 三ケ所小 小５ 算数 変わり方のきまり 8 Ｍ２+Ｓ１ Ｍ１ 音楽室 Ｍ１ 理科室 Ｓ１ 家庭科室
55 7月8日 2・3 三ケ所小 小５ 家庭科 針と糸を使ってみよう 9 Ｌ→Ｍ３→Ｌ Ｌ 家庭科室 Ｍ１ 家庭科室 Ｍ１ 理科室 Ｍ１ 音楽室
56 7月9日 1 三ケ所小 小５ 算数 変わり方のきまり 8 Ｍ２+Ｓ１ Ｍ１ 音楽室 Ｍ１ 理科室 Ｓ１ 家庭科室
57 7月9日 2・3 三ケ所小 小５ 家庭科 針と糸を使ってみよう 9 Ｌ→Ｍ３→Ｌ Ｌ 家庭科室 Ｍ１ 家庭科室 Ｍ１ 理科室 Ｍ１ 音楽室
58 9月4日 1～3 三ケ所小 小５ 国語 伝え合って考えよう 7 Ｌ→Ｍ４ Ｌ 音楽室 Ｍ１ 音楽室 Ｍ１ 理科室 Ｍ１ 図工室 Ｍ１ 家庭科室
59 10月16日 1～6 校外 小５ 総合 森林の役割 8 Ｌ
60 10月22日 1～3 三ケ所小 小５ 社会 自動車をつくる工業 7 Ｌ→Ｓ５→Ｌ Ｌ 駐車場 Ｓ５ 体育館
61 11月2日 1～5 校外 小５ 社会 私たちの生活と情報 4 Ｌ 熊本城
62 11月27日 1・2 坂本小 小５ 社会 自動車をつくる工業 5 Ｌ→Ｓ５→Ｌ Ｌ 体育館 Ｓ５ 体育館
63 6月3日 1 三ケ所小 小６ 図工 くねくねアート 2 Ｌ→Ｍ２ Ｍ１ ６年教室 Ｍ１ 図工室
64 6月3日 2・3 三ケ所小 小６ 国語 学級討論会をしよう 4 Ｍ２→Ｌ Ｍ１ ６年教室 Ｍ１ 音楽室 Ｌ 音楽室
65 7月8日 1～3 三ケ所小 小６ 社会 ３人の武将と全国統一 4 Ｌ→Ｍ２+Ｓ２→Ｌ Ｌ ６年教室 Ｍ１ ６年教室 Ｍ１ ５年教室 Ｓ１ ６年教室 Ｓ１ ５年教室
66 10月8日 1～3 校外 小６ 体育 陸上運動 10 Ｌ Ｌ Ｇパーク
67 11月27日 2 三ケ所小 小６ 道徳 分け隔てなく 3 Ｌ Ｌ 音楽室
68 7月10日 5・6 三ケ所中 中２ 数学 連立方程式 4 Ｍ２+Ｓ１ Ｓ１ 少人数教室 Ｍ１ 図書室 Ｍ１ ２年教室
69 10月3日 5・6 三ケ所中 中３ 数学 二次方程式 3 Ｍ２+Ｓ１ Ｓ１ 少人数教室 Ｍ１ 図書室 Ｍ１ ３年教室
70 11月5日 5 三ケ所中 中２ 数学 一次関数 4 Ｍ２+Ｓ１ Ｓ１ 少人数教室 Ｍ１ 図書室 Ｍ１ ２年教室
71 11月17日 5 三ケ所中 中３ 数学 二次関数 3 Ｍ２+Ｓ１ Ｓ１ 少人数教室 Ｍ１ 図書室 Ｍ１ ３年教室
72 5月21日 2 三ケ所中 中３ 英語 日本文化紹介 6 Ｍ１+Ｓ２ Ｓ１ 少人数教室 Ｓ１ 会議室 Ｍ１ ３年教室
73 11月27日 2 三ケ所中 中２ 英語 私の夢 6 Ｌ１+Ｓ２ Ｌ１ 少人数教室 Ｓ１ １年教室 Ｓ１ 図書室
74 5月21日 1 三ケ所中 中２ 社会 多様な姿をもつアメリカ 3 Ｌ→Ｓ６→Ｌ Ｌ 不明 Ｓ６ 不明
75 5月21日 不明 不明 中１ 国語 発見したことを伝えよう 不明 Ｌ→Ｍ→Ｌ Ｌ 不明 Ｍ 不明
76 6月23日 不明 不明 中１ 社会 五ヶ瀬町の歴史探訪 不明 Ｌ→Ｍ Ｌ 不明 Ｍ 不明
77 9月7日 5 鞍岡中 中１ 理科 自由研究作品発表 2 Ｌ Ｌ 不明
78 11月27日 不明 不明 中２ 理科 大気中の水 2 Ｌ Ｌ 不明
79 12月1日 5 三ケ所中 中２ 国語 古典に親しむ 3 Ｌ→Ｍ→Ｌ Ｌ 図書室 Ｍ 図書室
80 5月21日 1～6 校外 中全 体育 陸上競技・体つくり 8 Ｌ→Ｍ Ｌ Ｇドーム Ｍ Ｇパーク
81 6月16日 1 三ケ所中 中１、小６ 体育 器械体操 不明 Ｌ→Ｍ→Ｌ Ｌ 体育館 Ｍ 体育館
82 7月3日 5 鞍岡中 中２ 音楽 アカペラの魅力 2 Ｌ→Ｍ２→Ｌ Ｌ 音楽室 Ｍ２ 音楽室
83 7月3日 5・6 鞍岡中 中１ 技術 材料の特徴と加工方法 2 Ｌ→Ｓ１１→Ｌ Ｌ ホール Ｓ１１ ホー ル、図書・ＰＣ室
84 9月28日 3・4 鞍岡中 中１ 技術 部品の加工 2 Ｌ→Ｓ１１→Ｌ Ｌ ホール Ｓ１１ ホール
85 10月1日 1・2 三ケ所中 中３ 体育 健康な生活 8 Ｌ→Ｓ→Ｌ Ｌ 図書室 Ｓ 図書室
86 11月19日 1 鞍岡中 中１、小６ 体育 器械運動 8 Ｌ→Ｍ８→Ｌ Ｌ 体育館 Ｍ８ 体育館















学習空間は、４年生とペアの移動であったことから Ka が会場校となっている。Ka は多
目的スペースのような、多様な集団編成の活動ができる空間がないため体育館が使用され



















































































図 4-8  五ヶ瀬のＧ授業の事例（１年、４年） 
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? Sk 小の児童 ? Sa 小の児童 ? Ka 小の児童 ? Ku 小の児童

































































図 4-9  五ヶ瀬のＧ授業の事例（集団編成） 
 
また、五ヶ瀬の合同学習の年間スケジュール（表 4-8）から、7 月 8 日の（No54）の Sk
を会場校とした学習空間の利用状況を平面図に示す（図 4-10）。５年（36 人）の算数の授
業を習熟度別に M1（18 人）＋教師（３人）が２グループ、S1（９人）＋教師（２人）が 1
グループで集団構成した授業である。M で教員一人当たり児童６人、S で 4.5 人と肌理の細
やかな授業が展開されている。利用している教室が空間的に連続しているので、達成度に
よって S→M や M→S といった児童の連続的な展開が可能である。教員相互も常に他のグル
ープの様子を確認しながら授業を進めることができていることは評価できる。一方、音楽
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図 4-10  五ヶ瀬 Sk でのＧ授業の事例（空間利用） 
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は年間で 1,960 時間である。 
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Ab 小平面図  













































































































































































































































































































































































図 4-13  乗り入れ授業の形態 
 































小 (1 学年 )



















































































































  日浦マラソン大会 (１～９)＊
  運動会 (１～９)＊
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図 4-15 小中一貫校の特別教室の共有状況（Ge、Mg、Oh） 
 
表 4-10 小中一貫校の特別教室の寸法（Gk、 Mg） 
Mg 学園
Gk 小・中学校


































調整不可 調整不可 調整不可調整不可 調整不可












































































































表 4-11 は松山 g の一週間の時間割と担当者を示したものである。水曜日は両小学校の全
学年が、木曜日は３～６学年が中学校に集まって、年間 90 日間の集合学習を行なっている。 
 







1年 2年 場所 3年 4年 場所 場所 中学
1校時 - - - 書写 算数 自教室 自教室
担当者 - - - 3.4(To) 4.6(Yu分) 5(To)
2校時 - - - 算数 書写 自教室 自教室 美術
担当者 - - - 3.4(To) 3.4(Yu) ALT(Go) 5.6(Yu)
3校時 - - - 自教室 自教室
担当者 - - - 理科室
4校時 - - - 自教室 自教室
担当者 - - - 5(To) 5.6(Yu)
4.6(Yu分)
理科室
5校時 - - - 美術室 家庭科室
担当者 - - - 3.4(To) 3.4(Yu)
6校時 - - - 美術室 家庭科室





















1年 2年 場所 3年 4年 場所 場所 中学
1校時 国語 国語 自教室 国語 国語 自教室 自教室






2校時 音楽室 体育館 自教室
担当者 3.4(Yu) 3.4(To) 運動場
3校時 自教室 音楽室 体育館
担当者 運動場
4校時 自教室 算数 算数 図書室 音楽室 美術
担当者 図書室 3.4(To)4.6(Yu分) 5.6(Yu)
5校時 体育館 自教室 自教室 美術














































































































図 4-14 松山 g の教室配置 
 
（４）学校間連携の効果と課題 







































































Tu は、2002 年に児童数が 65 名まで減少したが、学校選択制の導入や学校長の公募という
取組みをきっかけに学校の活性化が図られ、現在では 327 名、２クラス/学年となっている。
Ni は２つの町に跨った組合立として運営されており、全校数 20～30 人の状態が 20 年以上








































































図 4-15 小学校-地域連携(Ni 小学校の事例) 
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主体 場所地域 関与種類 学習集団
Nk小学校 授業 生活 個別 単学年
異






























































































































































主体 場所地域 関与種類 学習集団
Ni小学校 授業 生活 個別 単学年
異
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